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は
じ
め
に

　
皆
さ
ん
は
イ
ネ
の
「
花
」
（
穎
花
）

を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

「
穂
」
で
は
な
く
て
、
個
々
の
「
花
」

で
す
。
バ
ラ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
に

比
べ
る
と
ず
っ
と
地
味
で
す
が
、
素
朴

で
綺
麗
な
花
な
ん
で
す
よ
！

　
私
た
ち
は
、
イ
ネ
の
花
が
形
作
ら
れ

る
時
に
働
く
遺
伝
子
の
役
割
を
研
究
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
の
一
つ
、
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に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
ネ
の
花
の
構
造
とm

fo1-1

変
異
体

　
イ
ネ
の
花
の
主
な
器
官
は
、
外
側
か

ら
外
穎
、
内
穎
、
鱗
被
、
お
し
べ
、
そ

し
て
め
し
べ
で
す
（
図
1
）
。
花
が
形

成
さ
れ
る
時
は
、
外
側
の
器
官
か
ら
順

番
に
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
外
穎
と
内

穎
は
後
に
籾
殻
に
な
る
部
分
で
、
鱗
被

は
他
の
植
物
の
花
び
ら
に
あ
た
る
器
官

で
す
。
お
し
べ
は
六
本
あ
り
、
め
し
べ

は
そ
の
真
ん
中
に
一
本
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、M

F
O

1

遺
伝
子
が
壊
れ
た

突
然
変
異
体m

fo1-1

で
は
、
こ
れ
ら
の

花

器

官

の

性
質
や
形
成

場
所
が
大
き

く
乱
れ
ま
す

（
図
2
）
。
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＝
「
モ
ザ
イ
ク
状
に
な
っ
て

い
る
花
器
官
」
と
言
う
意
味
の
通
り
複

数
の
性
質
が
入
り
混
じ
っ
た
器
官
が
形

成
さ
れ
る
ほ
か
、
本
来
内
穎
が
で
き
る

場
所
に
外
穎
が
出
来
た
り
、
め
し
べ
が

出
来
る
場
所
に
も
う
一
度
最
初
か
ら
花

を
形
成
し
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

観
察
結
果
や
遺
伝
子
の
働
く
時
期
や
場

所
を
調
べ
た
結
果
か
ら
、M

F
O

1

遺
伝
子

に
は
イ
ネ
の
花
形
成
の
流
れ
を
制
御
し
、

適
切
な
位
置
に
適
切
な
花
器
官
を
作
ら

せ
る
役
割
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
「
外
穎
の
次
に
内
穎
を
作
ろ
う
」

「
こ
の
位
置
に
鱗
被
を
作
ろ
う
」
「
め

し
べ
を
作
っ
た
か
ら
花
器
官
形
成
を
止

め
よ
う
」
と
い
っ
た
交
通
整
理
的
な
働

き
と
で
も
言
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

イ
ネ
の
花
の
形
成
の
仕
組
み
を
解
明

す
る

　
イ
ネ
は
世
界
的
に
重
要
な
作
物
で
あ

り
、
そ
の
花
の
形
成
は
収
量
な
ど
の
農

業
形
質
に
つ
な
が
る
大
切
な
プ
ロ
セ
ス

で
す
。
ま
た
イ
ネ
は
実
験
用
の
モ
デ
ル

植
物
で
も
あ
り
、
そ
の
研
究
結
果
を
も

と
に
し
て
他
の
植
物
で
の
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
明
ら
か
に
さ
れ

たM
F

O
1

遺
伝
子
の
知
見
は
、
イ
ネ
や
他

の
植
物
で
の
花
の
形
成
過
程
の
解
明
に

役
立
つ
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

研究情報

■ 研究情報
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図1　イネの穎花とその模式図

図2　野生型とmfo1-1の穎花の比較
左 : 一般的なイネの穎花　右 : mfo1-1の穎花

mfo1-1では花器官の形成が混乱している
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び
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特　集

は
じ
め
に

　
近
年
、
夏
期
の
高
温
化
傾
向
が
著
し
く
、

登
熟
期
の
高
温
障
害
に
よ
る
米
の
品
質
低

下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
上

越
地
域
で
は
、
中
生
の
基
幹
品
種
で
あ
る
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
B
L
」
の
品
質
低
下
を
回
避
す

る
た
め
に
、
晩
植
に
よ
る
作
期
移
動
が
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
予
測
さ
れ

る
高
温
化
の
進
行
に
対
処
す
る
た
め
に
、
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
B
L
」
よ
り
出
穂
が
遅
い
晩
生

の
良
質
、
良
食
味
品
種
の
普
及
が
望
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
上
越
地
域
で

の
晩
生
種
の
導
入
を
目
的
と
し
て
、
上
越
市
、

え
ち
ご
上
越
農
業
協
同
組
合
、
中
央
農
業

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
北
陸
研
究
セ
ン
タ
ー

の
3
者
よ
る
協
定
お
よ
び
共
同
研
究
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
現
地
農
家
に
よ
る
栽
培

試
験
の
結
果
、
晩
生
で
極
良
食
味
の
「
北

陸
2
0
0
号
」
に
つ
い
て
優
秀
性
が
認
め

ら
れ
た
た
め
、
平
成
20
年
に
新
品
種
「
み

ず
ほ
の
輝
き
」
と
し
て
品
種
登
録
出
願
し

ま
し
た
。
平
成
22
年
度
に
は
、
「
み
ず
ほ

の
輝
き
」
は
新
潟
県
の
産
地
品
種
銘
柄
に

指
定
さ
れ
、
上
越
地
域
で
約
40
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

そ
の
育
成
経
過
、
特
性
の
概
要
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

「
み
ず
ほ
の
輝
き
」
の
育
成
経
過
と
特
性

　
「
み
ず
ほ
の
輝
き
」
は
、
晩
生
の
良
質
・

良
食
味
品
種
の
育
成
を
目
的
と
す
る
「
北

陸
1
7
4
号
」
を
母
と
し
、
「
中
部
98
号
」

を
父
と
す
る
人
工
交
配
か
ら
育
成
さ
れ
た

品
種
で
す
。
「
み
ず
ほ
の
輝
き
」
の
系
譜

を
図
１
に
示
し
ま
す
。
母
親
の
「
北
陸

1
7
4
号
」
は
、
高
温
登
熟
に
強
い
「
に

こ
ま
る
」
（
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ

ー
育
成
）お
よ
び
「
く
ま
さ
ん
の
力
」（
熊
本

県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
育
成
）

の
母
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
穂
期
・
成
熟
期
は
「
日
本
晴
」

よ
り
や
や
早
く
、
育
成
地
の

あ
る
北
陸
地
域
で
は
〈
晩
生

の
晩
〉に
属
し
ま
す
。
稈
長
は
、

「
日
本
晴
」
並
の
〈
中
〉
、

穂
長
は
〈
中
〉
、
穂
数
は
「
日

本
晴
」よ
り
や
や
少
な
い〈
中
〉
、

草
型
は
〈
中
間
型
〉
で
す
（
写

真
1
、
表
1
）
。
耐
倒
伏
性

は
「
日
本
晴
」
並
の
〈
や
や
強
〉

で
、
収
量
性
は
、
「
日
本
晴
」

よ
り
や
や
多
収
で
す（
表
１
）
。

玄
米
千
粒
重
は
約
25
g
で
、「
日

本
晴
」
よ
り
や
や
重
い
〈
や

や
大
〉
で
す
。
玄
米
の
外
観

品
質
は
、
「
日
本
晴
」
と
同
等
で
〈
中
の
上
〉

と
判
定
さ
れ
ま
す
（
表
1
、
写
真
2
）
。

い
も
ち
病
真
性
抵
抗
性
遺
伝
子
はP

ii

を
持

つ
と
推
定
さ
れ
、
い
も
ち
耐
病
性
は
〈
や

や
強
〉
で
す
（
表
1
）
。
食
味
試
験
の
結

果
は
、
炊
飯
米
の
外
観
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

よ
り
や
や
優
れ
、
総
合
評
価
値
で
は
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
並
か
や
や
優
る
結
果
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
（
図
2
）
。

低コスト稲育種研究北陸サブチーム　三浦　清之

良質良食味水稲品種「みずほの輝き」良質良食味水稲品種「みずほの輝き」

図1　「みずほの輝き」の系譜
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（ひとめぼれ）
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（イブキワセ）
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（チヨニシキ）
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（越南17号）

初星
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収4885
（どんとこい）

収4695

中部69号
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中部98号

みずほの輝き

─平成22年度 新潟県産地品種銘柄に指定──平成22年度 新潟県産地品種銘柄に指定─
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お
わ
り
に

　
新
潟
県
の
水
稲
の
作
付
け
は
早
生
の
晩

の
「
こ
し
い
ぶ
き
」
と
中
生
の
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
B
L
」
に
偏
重
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
特
に
、
経
営
面
積
の
大
き
い
農
業

法
人
で
は
、
収
穫
時
期
が
集
中
し
、
刈
り

遅
れ
よ
る
胴
割
れ
米
の
発
生
等
の
品
質
低

下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
晩
生
で
あ

る
「
み
ず
ほ
の
輝
き
」
の
導
入
に
よ
っ
て
、

収
穫
作
業
の
集
中
を
避
け
、
効
率
的
な
収

穫
作
業
が
可
能
に
な
る
こ
と
が
、
高
温
障

害
の
回
避
と
合
わ
せ
て
普
及
の
大
き
な
ね

ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
み
ず

ほ
の
輝
き
」
は
、
粒
が
大
き
く
、
炊
飯
米

の
外
観
が
良
い
た
め
、
加
工
米
飯
や
お
に

ぎ
り
等
へ
の
加
工
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

表1　「みずほの輝き」の特性

写真1　「みずほの輝き」草姿
（左：みずほの輝き、中央：日本晴、右：祭り晴）

写真2　「みずほの輝き」の籾および玄米
（左：みずほの輝き、中央：日本晴、右：祭り晴）

図2　「みずほの輝き」の食味評価値

 品種名 耐倒伏性 千粒重（g） 玄米品質 いもち病真性抵抗性遺伝子 いもち病耐病性

 みずほの輝き やや強 24.9 3.7 Pii やや強

 日本晴 やや強 23.5 3.6 + 中

注） 1. 平成12～19年の平均。　　
 2. 施肥は、Nレベルで基肥4kg、穂肥2kg
 3. 玄米品質は1（上上）～9（下下）の9段階。

注） 1. 官能評価による食味試験。　　
 2. 試験は平成12～19年の8ヶ年に渡って行った。
 3. 数値は、パネラー約25名における官能評価値。
 　 平成12～15年は、各項目とも「ホウネンワセ」を、
 　 平成16～19年は「コシヒカリ」食味基準用を（0）とした。
 　 評価は－5（劣る）～＋5（優れる）の11段階。

 
品種名

 出穂期 成熟期 稈　長 穂　長 穂　数 精玄米重 同上比率
  （月.日） （月.日） （cm） （cm） （本/m2） （kg/a） （%）

 みずほの輝き 8.13 9.25 77 18.4 350 62.9 103

 日本晴 8.15 9.26 77 20.1 361 61.0 100
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トピックス

夏
休
み
「
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」
開
催

　
北
陸
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、７
月
３０
日（
金
）に
近
郊
の

中
学
・
高
校
生
を
対
象
と
し
て
、夏
休
み
を
利
用
し
て

科
学
に
ふ
れ
る
催
し
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
科
学

に
興
味
を
持
つ
参
加
者（
２３
名
）の
皆
さ
ん
は
、普
段
入

る
機
会
の
少
な
い
研
究
所
の
雰
囲
気
と
農
業
に
関
す
る

試
験
研
究
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
な
ど
を
じ
か
に
感

じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ネ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
実
験
で
は
、酵
素
処
理
し
た
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
抽
出
し
電
気
泳
動
に
か
け
る
な
ど
、本
格
的
な
実

験
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
昼
食
に
は
、米

め
ん「
越
の
か
お
り
」や
極
良
食
味
の
新
品
種
「
み
ず
ほ

の
輝
き
」
な
ど
の
試
食
も
行
い
ま
し
た
。
、丸
一
日
の
充
実

し
た
体
験
も
、最
後
の
修
了
証
の
交
付
で
全
員
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夏
休
み
公
開
　
今
年
も
開
催

　
7
月
24
日（
土
）、食
と
農
の
科
学
館
お
よ
び
中
央
農

研
に
お
い
て
、恒
例
の「
夏
休
み
公
開
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
連
日
の
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

1
2
0
0
名
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

場
で
は
、夏
休
み
の
宿
題
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
「
科
学
で
遊

ぼ
う
」コ
ー
ナ
ー
、新
品
種
や
調
理
法
を
紹
介
す
る
試

食
、野
外
で
の
農
作
業
・
昔
の
暮
ら
し
体
験
な
ど
、大
人

も
子
供
も
楽
し
く

遊
び
な
が
ら
、
農

業
や
生
き
物
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

! !

市
民
講
座
開
講
中

 

中
央
農
研
の
研
究
内
容

を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

研
究
者
が
専
門
分
野
の
話

題
を
中
心
に
お
話
す
る
市

民
講
座
を
毎
月
、
第
２
土

曜
日（
9
時
30
分
〜
10
時

30
分
）に
食
と
農
の
科
学

館
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
37
回
10
月
9
日（
土
）

　
　
畑
の
や
っ
か
い
も
の
外
来
雑
草
ア
サ
ガ
オ
類

　
　
と
は
?

第
38
回
11
月
13
日（
土
）

　
　
田
ん
ぼ
で
高
品
質
の
ム
ギ
を
作
る

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 

　

T
E
L
　
0
2
9
│

8
3
8
│

7
1
5
8
　
　

F
A
X
　
0
2
9
│

8
3
8
│

8
5
7
4

10091003_prinagy_qx4_cid  10.9.25  9:34  ページ4


	10091003.p1
	10091003.p2
	10091003.p3
	10091003.p4

